
           （03 東京都立小石川中等教育学校） 

解答例 

適性検査Ⅰ 

１ 

問題１ 自分らしい音 １０点 

問題２ もっと鳴らそうと気負いすぎたから。 ２０点 

問題３ （省略） ７０点 

 

適性検査Ⅱ 

１ 

問題１ 

 

 

 

 

14 21 28 

16 24 32 

１２点 
〔説明〕 

ＡとＣの和はＢの２倍になっていて、ＤとＦの和はＥの２倍にな

っている。 

したがって、ＢとＥの和の３倍が、６個の数の和と同じになる。 

１３５÷３＝４５なので、ＢとＥの和が４５になる場所を見つけ

ればよい。 

問題２ 

〔アの側面に書く４個の数〕 〔イの側面に書く４個の数〕 

１８点 

１ ２ ３ ５ １ ３ ４ ５ 

〔ウの側面に書く４個の数〕 〔エの側面に書く４個の数〕 

１ ２ ３ ７ １ ３ ４ ７ 

〔アの展
てん

開
かい

図
ず

〕 〔イの展開図〕 

 

 

 

 

 

 

〔ウの展開図〕 

 

 

 

 

 

 

〔エの展開図〕 
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２ 

問題１ 
運送業では、必要な時に必要な品物を、小売店に運べるようにな

るので、人件費やガソリン代を節約できる。 
 ６点 

問題２ 

（１） 
2003年 2007年 2011年 2015年 2019年 

２４点 

０.６ ％ １.２ ％ １.７ ％ ３.１ ％ ５.１ ％ 

（２） （省略） 

（３） 

「世帯のわり合」の変化よりも、「支出のわり合」の変化

の方が大きい。特に「支出のわり合」の変化は２０１１年

より後で大きくなっている。 

（４） 

インターネットで買い物ができる店の数や、売っている品

物の種類が増えたことで、買い物が便利になった。そのた

め、買い物をする人の数が増えただけでなく、買い物で使

う金額も増えたと考えられる。 

問題３ （省略） １０点 

３ 

問題１ 

（１） 

 

 

 

 

 

 

１４点 

（２） 

 

 

 

 

 

 

〔理由〕 

図６から、○えは○あに対して、つつの右側のじ石の極は変

わらないが、左側のじ石の極は反対である。図７のイより、

鉄板に置く４個のじ石のうち、右側の２個のじ石の上側の

極は変えずに、左側の２個のじ石の上側をＮ極からＳ極に

変えるとよいから。 

問題２ 

（１） ２個 

１６点 
（２） 

〔大きい場合〕  ② 

〔理由〕 

①はＡ方向がそろっていないので、Ｎ極とＳ極が引き合う

部分と、Ｎ極どうしやＳ極どうしがしりぞけ合う部分があ

る。それに対して、②はＡ方向がそろっているので、ほと

んどの部分でＮ極とＳ極が引き合う。そのため、①より②

のほうが引き合う部分が大きいから。 

 

Ｓ 

Ｓ 

Ｓ 

Ｓ 

Ｎ 

Ｎ Ｓ 

Ｓ 



適性検査Ⅲ 

１ 

問題１ 

大きい氷を小さくわることで、水に接する氷の表面の面積の合計

が増えるため、短い時間で水を冷やすことができる。また、わっ

ていない大きい氷は、とけてなくなるまで時間がかかるから、長

い時間冷やすことができる。 

１０点 

問題２ 

（１） 
図１に比べて、図２の方が、大根１個当たりのにじるにふ

れる表面の面積が増えるから。 

２０点 

（２） 
大根にようじであなをあけること。にじるにふれる大根の

面積を増やすため。 

（３） 

同じ大きさの輪切りにした大根を二つ用意し、一つにはよ

うじでいくつもあなをあけておき、もう一つはそのままの

形を使う。なべに、しょくべにをとかした水を入れる。そ

のなべで、用意した二つの大根を同じ時間にる。にた後に

切り、大根の中に色がしみこんでいる面積を比かくする。 

問題３ 

（１） 
小さいイヌ 

 

ｃｍ２ 

２０点 

大きいイヌ 
 

ｃｍ２ 

（２） 

子ウサギの方が、体重１ｋｇ当たりの体の表面の面積が大

きい。そのため、体重１ｋｇ当たりでは、子ウサギの方が

体の外に出る熱が多い。子ウサギは、多く食べることで、

体の中の熱を多く作り出し、ほぼ一定の体温を保ってい

る。 

問題４ 
① まきをわる。 

１０点 
② 空気にふれる面積を増やし、燃えやすくする。 

２ 

問題１ 

（１） 
選んだ整数 ３ 

１５点 

できる整数 １１１３１２２１１３ 

（２） 

もとの１けたの整数 ２ 

理由 

最初に考えた１けたの整数に〔規則Ｙ〕を何回当てはめ

ても、できる整数の一の位は、必ずもとの１けたの整数

といっちするから。 

問題２ 
（１） ２２ 

１５点 
（２） できる ・ できない 

７５９．６ 

４２１．０ 



４けたの整数に〔規則Ｙ〕を１回当てはめて４けたの整数

ができるのは、○○〇□、〇□□□、〇〇□□の３通りで

あるが、〇〇〇□は３〇１□となって、この二つはいっち

していない。〇□□□は１〇３□となって、この二つはい

っちしていない。〇〇□□は２〇２□となるが、その場合、

もとの整数は２２２２で、〔規則Ｙ〕を１回当てはめるこ

とによって２けたの整数４２となってしまうから。 

問題３ 

・左からぐう数番めの数字が４にならない理由 

 会話ではるかさんとゆうきさんが説明している０が現れない

理由と同じである。 

・左からき数番めの数字が４にならない理由 

左からき数番めの数字に４が現れるためには、〔規則Ｙ〕を１

回当てはめる前の整数に、同じ数字が◎◎◎◎のようにならぶ

部分がふくまれなければならない。ところで、〔規則Ｙ〕では、

ぐう数番めの数字は、数字の種類を表すから、〇□△□のよう

にならぶことはない。もし、○□△□のようにならんだとする

と、〔規則Ｙ〕を１回当てはめる前の整数には、○個の□と△個

の□がならんでいることになるが、これは（○＋△）個の□と

まとめられるからである。このことから、同じ数字が◎◎◎◎

のようにならぶ部分がふくまれることはない。 

１０点 

 


